
編集後記

20号 をお送 りします。

今回は従来 とは体裁 を異にし、『西安碑林全集』 を主な材料に、西安の文廟関

係碑刻の録文を特集 しま した。 「は しがき」にも書きましたが、今、我 々が拓

本 をどの程度 「読む」 ことができるのか、とい う試みです。

このよ うな作業は無意味だ とい う考え方 も当然あ りうると思いますが、 「拓影か

ら碑 を読む」 とい う我 々の姿勢の一つのあらわれ としてご理解 いただければ さ

いわいです。成文化にご協力いただいた、牛根靖裕 さん と山本明志 さんは、い

ずれ も本科研の研究会 のメンバーで、研究協力者 として活動 していただ くこ

ともある方々です。

次号か らは、いつ ものよ うに論考や現地調査や学会の報告の雑誌に戻 ります。

そちらのほ うに もご協力のほどお願い申 し上げます。

また、本科研 の研究代表は村 岡さんですが、編集 は森 田憲司がお こなってお り

ます。本誌についてのご連絡 は森 田までお願いいた します。

(も りた けん じ)
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